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09:30 09:40 司会 北岡 哲子 日本文理大学

09:40 09:50 講演者 宇治橋 貞幸 日本文理大学
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先進交通事故自動通報による被害軽減への期待

救急自動通報システム（D-Call Net)試験運用中の実通報
とドクターヘリ実出動について

演題

本フォーラムでは，この二年間の成果を発表することにより交通事故自動通報システムの内容と普及の現状について自動車業界やユーザに周
知する．交通事故自動通報は被害者の救急医療に有効なシステムであるが，依然として一般の認知度が高くなくこのような機会にその重要性を
訴えることが重要と考える．更に本委員会がこれまで行なってきた活動を引き続き継続させることが，交通事故自動通報システムの普及促進に
非常に重要であることを訴えたい．
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事故自動通報システム(ACN)の普及促進に向けて－自動
車アセスメントの活用－

交通事故自動通報のための状態別傷害予測アルゴリズム

　

GIA

交通事故傷害予測と自動通報に関する検討委員会 　


